
2023年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL02623A20）

 

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

東ティモー
ル H131 栄養士 20～45

歳のみ 個別 新規 2年 ・2023/4 ・2024/1 ・
2024/2 ・2024/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

ディリ国立病院(HNGV)

3）任地（ ディリ県ディリ ） JICA事務所の所在地（ ディリ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

東ティモール国最大の総合病院で、ベッド340床。外国人医師も多数在籍しており、患者は首都のみならず全国から来
院している。教育や研究の場も提供している。JICA海外協力隊員の栄養課への栄養士の派遣は初めてとなるが、薬局に
は3代の薬剤師と、感染管理室に1名の看護師等の派遣実績がある。また同課へは、保健省配属の隊員が時折病院の現場
の現状把握のため訪問しており、JICA海外協力隊員の要請につながった。

【要請概要】
1）要請理由・背景

当国は、5歳未満児の低体重児が農村部で約半数に達するなど、世界で低栄養児が最も多い国の1つである。保健環境が
改善されつつある一方で、住民は基礎的な食材や料理に関する知識が乏しく、食事が健康に与える影響はあまり意識さ
れていない。低栄養となる原因としては、貧困、知識不足等が挙げられる。同病院では、栄養課の病院食提供や患者へ
の栄養指導等の水準を向上させるため、改善の助言ができる栄養士隊員の要請につながった。同国および同病院には管
理栄養士が皆無で、食事療法の知識を持つ人材がいない。課長や同僚、医療関係者等と連携して、同課の業務全般に関
し、改善につながる活動が求められている。患者に対して、食事法に関する適切な知識を伝えるほか、管理栄養士とし
ての知識を同僚に共有することが期待される。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 病院食(朝食、昼食、夕食のほか、間食2回)のメニューが保健省マニュアル通りの栄養基準を満たすものかを、日々モ
ニタリングし、指導する。また食材やメニューの質・味、調理法等に関する助言を調理者に対し行い、患者の疾病に応
じた料理を提供できるようにする。
2. 院内の患者および、退院した患者が栄養に関する知識を得て生活に役立てられるよう、全く知識がない患者に対して
もわかりやすい栄養指導媒体を作成し、わかりやすい栄養指導を行う。
3. 勉強会や日々の活動の中で、同僚への食事療法に関する知識を共有する。
4. 同課に必要とされる課題をまとめ、支援する(施設管理方法、栄養指導に関わる支援計画策定等)。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

調理施設、調理器具一式(委託業者持ち)、低栄養児モニタリング用の体重/身長計保健省からのマニュアルやサンプルメ
ニュー(妊婦とその家族、23ヶ月・59ヶ月以下の子供向け)

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:栄養課長(40代男性、栄養士3年コース卒)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


・ほか栄養課職員10名(男女、30-40代、栄養士3年コース卒)
活動対象者:
・調理担当(委託業者派遣、40名程度、マネージャー、栄養担当者など)
・入院患者(とくに低栄養児、心臓病、高血圧)

5）活動使用言語

テトゥン語

6）生活使用言語

テトゥン語

7）選考指定言語

英語(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（栄養士）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：同僚への助言が求
められている

[参考情報]：

　・病院での栄養指導のため管理栄養士資格必須

　・基礎的なPC能力(資料作成ができること)

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（23～32℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
配属先からは、3回の新型コロナウイルスワクチン接種を完了した隊員の派遣を求められている。
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